
 
 
 
 
平成25年1月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年1月21日～平成25年1月20日） 
 

 
 
 
 
平成25年1月期通期個別業績予想数値の修正（平成24年1月21日～平成25年1月20日） 
 

修正の理由 

 通期における個別業績は、当初、東日本大震災の影響により平成24年1月期の売上が大きく伸びたことから、今年は軽
微ながら売上高の減少を想定しておりましたが、原発の稼働問題により消費者の間でも節電の意識が高まり、暑さ対策と
してシェードやよしずなどの日除け商品や木製品の販売が好調に推移したことや、自社海外製造拠点である九江高秀園芸
製品有限公司の本格稼働に伴い、生産体制の強化ならびに在庫の集約化等により需要時期にタイミングよく供給すること
ができたこと等により売上が順調に推移しました。 
 また、新設住宅着工数が低水準で増加する中、家と庭をつなぐ空間となる「ポーチガーデン」シリーズの販売が顕著に推
移したことや、これらを構成する部材である「エバーアートウッド」が建材としても使用されることから販売が順調に推移しま
した。更にローボルト（12ボルト）LEDライトならびに100ボルトLEDライト等の新アイテムを市場に投入した結果、照明機器の
販売が堅調に推移したこと等により売上高、利益面ともに当初（前回）予想を上回ったことから業績予想を修正いたしまし
た。 
 連結業績におきましては、ヨーロッパにおける市場競争や国内外の工場に対する設備投資による償却費増加等により、
当初の予定通り推移することを見込んでおります。 
 なお、通期連結業績予想において「１株当たり当期純利益」が減少している理由は、平成24年４月２日に実施いたしました
新株式発行（161万株）により、発行済株式総数が増加したためです。 
 また、「１株当たり当期純利益」におきましては、平成24年５月23日に発表した平成25年１月期第１四半期決算短信にお
いて新株式発行分を考慮し修正しております。 
 
（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、実際の業績は当社を取り巻く様々な
要因により予想値と異なる場合があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成24年３月５日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしま
したのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 15,339 891 842 418 50.00

今回修正予想(B) 16,270 920 860 460 46.10

増減額(B-A) 930 28 17 41

増減率(%) 6.1 3.2 2.1 9.9

（ご参考）前期実績 
（平成24年1月期）

14,969 708 690 315 37.86

売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 12,770 456 240 28.71

今回修正予想(B) 13,600 570 320 32.07

増減額(B-A) 830 113 79

増減率(%) 6.5 24.8 33.2

（ご参考）前期実績 
（平成24年1月期）

13,129 451 176 21.16


